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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

法
律　

６
月
４
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

６
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

日
時　

５
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　
　

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

60
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

（
２
０
１
７
年
８
月
版
）

新
規
開
業
医
講
習
会
「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

日
時　

６
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

中
山
徹
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

会
費　

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

都
構
想
の
本
質
を
捉
え
る
〜
総
合
区
、
特
別
区
っ
て

何
？

政
策
学
習
会

日
時　

６
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

花
田
信
弘
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
探
索
歯
学
講
座
教

授
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
医
院
に
お
け
る
う
蝕
・
歯
周
病
の
予
防
と
健
康

管
理

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

帖
佐
悦
男
氏
（
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
病
院

長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

子
ど
も
の
運
動
器
が
危
な
い
！
―
子
ど
も
か
ら
の
ロ

コ
モ
対
策

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会　

総
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
２
日
（
土
）　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

集
合　

 

午
後
２
時
15
分
に
Ｊ
Ｒ
環
状
線
「
大
阪
城
公
園
」
駅

改
札
前　
　

案
内
人　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

コ
ー
ス　

 

砲
兵
工
廠
碑⇒

旧
第
４
師
団
司
令
部⇒

教
育
塔⇒

摂
津
国
府
跡
な
ど

解
散　

地
下
鉄
・
京
阪
「
天
満
橋
」
駅

※
終
了
後
、
希
望
者
で
懇
親
会
（
実
費
）
を
開
催
し
ま
す

お
お
さ
か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

古
地
図
で
辿
る
大
阪
城

周
辺

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

２
０
１
７
年
度

各
地
区
総
会4

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
地
区

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

向
け
、
積
極
的
な
地
区
会
員

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

総
会
後
は
診
療
報
酬
改
定

の
新
点
数
説
明
会
を
開
催

し
、
43
人
が
参
加
。
社
保
研

究
部
講
師
団
が
、
疑
義
解
釈

を
含
む
最
新
の
情
報
を
も
と

に
改
定
内
容
の
要
点
を
解
説

し
た
。

　

同
地
区
の
総
会
を
最
後
に

協
会
全
11
地
区
の
総
会
、
地

区
点
数
説
明
会
の
行
程
を
終

了
し
た
。

積
極
参
加
で

活
性
化
図
る

泉
州
地
区

　

泉
州
地
区
は
４
月
21
日
、

泉
佐
野
市
内
で
総
会
を
開
い

た
。
２
０
１
７
年
度
の
活
動

総
括
、
18
年
度
の
活
動
方

針
、
17
年
度
決
算
、
18
年
度

予
算
を
含
む
各
議
案
を
確
認

し
た
。

　

総
会
で
は
、
勝
藤
大
輔
地

区
責
任
者
が
、「
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
ト
ラ
ブ
ル
」
を
テ
ー
マ

に
開
い
た
臨
床
講
習
会
や
、

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
と
共

同
で
実
施
し
た
文
化
企
画

「
泉
佐
野
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
を
報
告
。
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
改
善
を
求

め
て
自
治
体
へ
要
請
を
重
ね

た
結
果
、
貝
塚
市
や
泉
南

市
、
泉
大
津
市
で
中
学
卒
業

ま
で
対
象
範
囲
が
拡
充
さ
れ

百
舌
鳥
古
墳
群

の
歴
史
を
散
策

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

泉
州
地
区

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
と

泉
州
地
区
は
４
月
30
日
、
共

催
で
文
化
企
画
「
堺
再
発
見

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
き
、
14
人

が
参
加
し
た
（
写
真
）。

　

堺
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
案
内
で
大
型
の
前

方
後
円
墳
の
ニ
サ
ン
ザ
イ

古
墳
を
は
じ
め
、
世
界
文

化
遺
産
の
候
補
と
な
っ
て

い
る
百
舌
鳥
古
墳
群
を
散

策
。参
加
者
か
ら
は
、「
未

だ
謎
の
多
い
古
墳
の
歴
史

に
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
」
な

ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

新
点
数
説
明
会

に
63
人
が
参
加

三
島
地
区

　

三
島
地
区
は
４
月
14
日
に

診
療
報
酬
改
定
新
点
数
説
明

範
囲
内
で
収
益
性
の
高
い
予

防
歯
科
を
実
施
で
き
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
上
位
目
標

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
だ
。
健

康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
や
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯

科
診
療
所
（
か
強
診
）
は
こ

の
目
標
達
成
に
お
け
る
大
き

な
柱
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
毎
回

の
保
険
改
定
で
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
環
と

し
て
「
か
強
診
」
が
機
能
す

る
よ
う
に
意
図
的
な
誘
導
が

計
ら
れ
て
い
る
。「
か
強

診
」
に
限
定
し
て
保
険
範
囲

内
に
お
け
る
予
防
歯
科
を
可

能
に
し
た
こ
と
も
そ
の
施
策

の
一
環
だ
ろ
う
。
超
高
齢
社

会
が
続
く
限
り
厚
生
労
働
省

の
上
位
目
標
が
変
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

う
蝕
・
歯
周
病
の
予
防
・
重

症
化
予
防
と
健
康
管
理
を
目

指
し
た
予
防
歯
科
が
収
益
性

の
高
い
分
野
に
な
り
続
け
る

だ
ろ
う
。

 

（
行
事
案
内
に
詳
細
）

「
健
全
歯
」
を
よ
り
詳
し
く

分
類
し
て
評
価
・
診
断
し
よ

う
と
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
ま

で
の
う
蝕
診
断
方
法
と
は
違

い
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｓ
で
は
診
断

の
前
に
歯
面
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
を
除
去
し
、
５
秒
間
エ
ア

シ
リ
ン
ジ
で
歯
面
を
乾
燥
さ

せ
る
。
歯
面
乾
燥
後
の
視
診

で
初
期
脱
灰
の
サ
イ
ン
で
あ

る
白
濁
が
な
い
場
合
の
み

「
健
全
（
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

０
）」

と
診
断
す
る
。
乾
燥
歯
面
に

白
濁
が
あ
れ
ば
、
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

１
と
な
る
。
我
が
国
の
診
療

報
酬
に
導
入
さ
れ
た
エ
ナ
メ

ル
質
初
期
う
蝕
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ

Ａ
Ｓ 

の
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

１
を
指

す
。
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕

の
診
断
後
は
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
や
フ

ッ
化
物
に
よ
り
病
変
部
の
再

石
灰
化
を
目
指
し
た
治
療
を

実
施
す
る
。

　

一
方
、
歯
周
病
に
関
し
て

は
、
歯
周
病
安
定
期
治
療

（
Ⅱ
）
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）
が
新

設
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）

で
は
、
３
８
０
〜
８
３
０
点

が
算
定
で
き
る
の
で
、
保
険

　

一
昨
年
か
ら
診
療
報
酬
に

導
入
さ
れ
た
エ
ナ
メ
ル
質
初

期
う
蝕
管
理
加
算
（
歯
科
疾

患
管
理
料
の
加
算
２
６
０

点
）
は
、
う
蝕
診
断
の
た
め

の
国
際
診
断
お
よ
び
評
価
の

基
準
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｓ

（International Caries 
D
ia
g
n
o
s
is 

a
n
d 

Assessment System

）
の

診
断
方
法
を
導
入
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
、
日
本

学
校
歯
科
医
会
の
齲
蝕
診
査

基
準
で
定
義
さ
れ
て
い
る

４
・
19
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

宗
清
皇
一
、岡
下
昌
平
、谷
川

と
む
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
神
谷

昇
、大
西
宏
幸
、と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、大
塚
高
司
、左
藤
章
、長

尾
敬
※
、
原
田
憲
治
、
竹
本

患者負担増は中止を
保団連近畿ブロックが街宣

６月度生涯研修講座抄録

歯科医院におけるう蝕・
歯周病の予防と健康管理
花田信弘（鶴見大学歯学部探索歯学講座教授）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

　

恫
喝
と
威
嚇
の
き
な
臭
い

中
で
２
０
１
８
年
を
迎
え
た

が
、
韓
国
で
開
か
れ
た
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
極
東

の
政
局
が
急
展
開
し
た
。

　

「
国
民
（
民
族
）
国
家
」

と
は
18
〜
19
世
紀
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
発
芽
し
た
概
念
で
、

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
後

に
受
け
入
れ
易
か
っ
た
。
元

々
多
民
族
国
家
の
英
国
が
先

駆
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は

歴
史
の
複
雑
さ
で
あ
る
。
そ

の
概
念
の
成
熟
拡
大
の
延
長

上
に
、
武
器
の
進
化
と
国
家

単
位
の
戦
争
の
多
発
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
立
派
な
も
の
で

も
有
難
い
も
の
で
も
な
い
。

　

今
、
朝
鮮
半
島
で
は
南
北

統
一
が
民
族
の
願
望
だ
と
言

わ
れ
る
。
そ
の
願
望
達
成
の

ま
だ
新
し
い
雛
形
が
２
つ
あ

る
。
古
い
方
か
ら
順
に
ベ
ト

ナ
ム
と
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
上
、
初
め
て
の
ま
さ
か
の

敗
退
と
北
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る

統
一
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、

東
ド
イ
ツ
の
経
済
破
綻
と
後

ろ
盾
の
ソ
連
の
解
体
に
よ
っ

て
生
じ
た
西
ド
イ
ツ
に
よ
る

合
併
吸
収
型
で
あ
る
。

　

近
隣
国
日
本
に
と
っ
て
ど

の
方
式
が
好
ま
し
い
か
な
ど

の
身
勝
手
な
議
論
は
、
国
家

獣
性
丸
出
し
の
未
来
千
年
に

至
っ
て
も
拭
え
な
い
国
家
的

な
品
格
の
汚
染
に
な
る
。

　

永
年
苦
難
す
る
朝
鮮
民
族

国
家
統
合
の
型篠

部
正
夫
（
西
淀
川
区
）

直
一
〈
立
民
〉
長
尾
秀
樹
、

辻
元
清
美
、
尾
辻
か
な
子
、

村
上
史
好
、
森
山
浩
行
〈
希

望
〉
樽
床
伸
二
〈
共
産
〉
宮

本
岳
志
※
〈
無
所
属
〉
平
野

博
文　

参
院
〈
自
民
〉
松
川

る
い
、太
田
房
江
、柳
本
卓
治

〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、大
門

実
紀
史
※
、
辰
巳
孝
太
郎
※

 

（
※
面
談
議
員
、
敬
称
略
）

　保団連近畿ブロックは４月21日、安倍政権
が強行する社会保障費削減に反対しようと
〝お大師さん〟でにぎわう大阪市・天王寺前
で街頭宣伝を行い、大阪歯科協会の小澤力理
事長はじめ近畿各府県から役員・事務局らが
参加した（写真）。
　小澤理事長は、政府が狙う75歳以上の２割
の窓口負担導入などを批判し、「誰もがどこ
でも安心して受けられる医療制度を守ろう」
と訴えた。

が
、
こ
の
２
つ
の
先
例
以
外

に
別
な
国
家
統
合
の
新
し
い

方
式
を
発
見
す
れ
ば
歴
史
的

快
挙
で
あ
る
。
先
の
２
例
で

は
核
兵
器
の
問
題
を
抱
え
て

は
い
な
か
っ
た
。

　

今
も
変
わ
ら
ぬ
の
は
、

米
、
ロ
、
中
な
ど
の
大
国
の

思
惑
と
干
渉
で
あ
る
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
利
害
の

外
の
第
三
者
レ
フ
ェ
リ
ー
団

の
下
で
の
当
事
者
同
士
の
マ

ッ
チ
・
ゲ
ー
ム
は
不
可
能
な

の
だ
ろ
う
か
。

会
を
高
槻
市
内
で
開
い
た
。

　

戸
井
逸
美
副
理
事
長
が
改

定
を
め
ぐ
る
情
勢
を
報
告

し
、
近
藤
正
理
事
が
改
定
内

容
を
解
説
。
安
積
中
理
事
が

症
例
を
説
明
し
た
。
参
加
は

63
人
だ
っ
た
。


